
「読み解く力」の育成に向けて
単元のゴールから1時間の授業を考える

単元構想シート ○○市立△△小学校 第３学年  国語科 単元名「 ブックトークで『じーんとくる場面』をしょうかいしよう 」 全１２時間 

単元目標 
(育成したい資質・能力) 

○心に響く場面とそのわけとなる登場人物の気持ちの変化や情景を、場面の移り変わりや複数の場面

の叙述と結び付けながら具体的に想像することができる（読むことエ） 

○本には遠い昔の時代や見知らぬ風景に出会える魅力があることに気付くことができる（知識３オ） 

 
二
つ
の
側
面 

Ａ…主に文章や図、グラフか

ら読み解き理解する力   

Ｂ…主に他者とのやりとりか

ら読み解き理解する力 

三
つ
の
プ
ロ
セ
ス 

①発見・蓄積 

必要な情報を確かに取り出す 

②分析・整理 

情報を比較し、関連付けて整理する 

③理解・再構築 

自分なりに解決し、知識を再構築する 

 

単元の流れ ○主な学習活動 □指導上の留意点 「読み解く力」を育成するための手立て 
「読み解く力」の育成に重点を置いた目指す児童生徒の姿 

Ａ：文章・グラフ・図から Ｂ：やりとりから 

 ⓪「心の鐘文庫」を設置し、本に触れる。司書によるブックトークを聞き、学

習へのイメージをもつ。 

≪第 1次≫ 

①単元の学習内容や目的を理解し、「じーんとくる」という言葉の意味を考え

たり、「ちいちゃんのかげおくり」の「じーんとくる場面」を見つけたりす

ることを通して、学習に対する課題意識をもつ。 

 ②単元のゴールにたどり着くまでの学習計画を考え、見通しをもつ。 

≪第 2次≫ 

 ③「ちいちゃんのかげおくり」のあらすじを捉える。 

 ④「ちいちゃんのかげおくり」の「じーんとくる場面」とそのわけを、叙述に

基づいて捉える。 

 ⑤「ちいちゃんのかげおくり」の「じーんとくる場面」とそのわけを、場面の

移り変わりや複数の場面の叙述と結び付けて考える。 

 ⑥≪ミニ会議①≫「ちいちゃんのかげおくり」の「じーんとくる場面」とその

わけについて、他の人や全体と共有し、自分の考えを確かにしたり深め

たりして、よりよいわけにする。【本時】 

 ⑦「ちいちゃんのかげおくり」のブックトークを行い、グループで感想を共

有し、6年生に向けて行うブックトークへの課題意識をもつ。 

≪第 3次≫ 

 ⑧「心の鐘文庫」の中から紹介する本を決め、「じーんとくる場面」とそのわ

けを考える。 

 ⑨≪ミニ会議②≫「じーんとくる場面」とそのわけを、同じ本を選んだ友達

同士で共有し、よりよいわけにする。 

 ⑩自分が選んだ本について理解したことを基に感想をまとめる。 
 ⑪ブックトークの役割分担やリハーサルを行う。 
 ⑫ブックトークを行い、単元での学びを振り返る。 

○目的意識をもつ工夫 

・「じーんとくる場面」とそのわけを 6年

生に紹介するブックトークを行うとい

う言語活動を設定する。 

・教室に関連する図書資料（心の鐘文庫）

を設置するとともに、司書によるブッ

クトークを開催する。 

・単元の始まりにブックトークに向けて

「どのような力が必要か」を児童とと

もに確認し、学習計画を立てる。 

 

○学びを実感できる学習展開の工夫 

・わけを紹介するとき、一つの叙述だけ

でなく、場面の移り変わりや複数の場

面の叙述と結び付けて登場人物の気持

ちの変化や情景をすることで、分かり

やすくなることを実感できるようにす

る。そのために、まず自分で考える時

間を確保し、意見をもてるようにした

うえで、グループで共有させる。グル

ープは同じ場面に注目した子ども同士

で編成する。他の人とやりとりをする

中で共通点や相違点に注目し、自分の

考えを確かにしたり、深めたりできる

ようにする。 

・前半を、教科書教材での学習を通して

ブックトークをするために必要な力を

身に付ける時間、後半をその力を活用

できる時間とし、学びを定着させるよ

うにする。 

（１）文章や資料を理解・評価しながら読む 

・教科書教材や図書資料から「じ

ーんとくる場面」を見つけ、そ

のわけを叙述を基に考えるこ

とができる。 

（１）相手の言葉、しぐさ、表情をもとに相

手の思いを感じ取る 

・やりとりをする中で、他の人の

選んだ場面やそのわけを理解

することができる。 

（２）様々な情報を比較し、推論しながら取

り出したことをまとめる 

・わけとなる登場人物の気持ち

の変化や情景を、場面の移り変

わりや複数の場面の叙述と結

び付けて具体的に想像し、まと

めることができる。 

（２）今までの経験に照らしながら、相手の

意図や思いを正確に理解する 

・やりとりをする中で、他の人

が、なぜその場面を選んだの

か、なぜそのわけにしたのかな

ど、意図や理由を理解すること

ができる。 

（３）解釈した内容を経験や知識に結び付

けて理解し、新たな情報と関連しながら創

造していく 

・「じーんとくる場面」とそのわ

けを、学んだことや他の人との

やりとりを通して得たことを

活かして、紹介することができ

る。 

（３）やりとりを通して、相手の意図や思い

を取り入れたり、相違点を明らかにしたり

しながら自分の考えを深め創造していく 

・他の人の選んだ場面やわけの

中から自分の考えをより確か

にしたり、活かせるものを選ん

だりして、深めたり広げたりす

ることができる。 

　　　　　 　　　　 　　　　　
　

 

                       　　　

　

　

　

①目標設定
まずは、単元目標を定め
ます。学習指導要領や解
説をもとに、育成を目指
す資質・能力を明確にし
ます。

②単元構想
単元全体の流れを構想しま
す。この段階では、各教科等で
育成を目指す資質・能力が身
に付けられる流れになるように
構想します。

③目指す姿
「読み解く力」の2つの側
面、３つのプロセスと照ら
し合わせて、目指す児童
生徒の姿を思い描きま
す。

④必要な手立て
単元全体を見渡しながら、
効果的に「読み解く力」を育
成するためには、どのような
手立てを講じる必要がある
のかを考えます。

⑤全体の見直し
③で考えた児童生徒の姿
が生まれるか、④で考えた
手立てを講じることができ
るかという視点で単元全
体の流れを確かめます。

●単元構想シート

子どもが取り組みたくなるよう
な必然性のあるゴールを設定し
たり、意味のある話合い・交流
の場を設定したりするなど、子
どもの思いに沿った単元構成に
なるように心掛けました。

研究委員

授業ナビシート（読み解く力 ver.） △△小 3 年 国語科「ブックトークで『じーんとくる場面』を紹介しよう」 
             
             
               
 
                 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題発見・解決のプロセス  課題を見つける ≫ 見通しをもつ ≫ 自分で考える ≫ 共に学び合う ≫ 学習をまとめる ≫ 学習を振り返る ≫ 新たな課題を見つける 

※課題発見・解決のプロセスに示された視点は、｢平成 30 年度学校教育の指針｣(滋賀県教育委員会)で示されているものです。児童の実態や育成したい資質・能力、単元における本時の位置付け等に合わせて順序を入

れ替えるなどして、ご活用ください。 

 

場面の移り変わりや複数の場面の叙述を結び付けて、登場人物の気持ちの変化や情景を具体的に想像すること
ができる。 

○単元で育成したい資質・能力 ○二つの側面、三つのプロセスとの関係 

○本時のめあて(付けたい力) 

課題発見・解決のプロセス  課題を見つける ≫ 見通しをもつ ≫ 自分で考える ≫ 共に学び合う ≫ 学習をまとめる ≫ 学習を振り返る ≫ 新たな課題を見つける 

○自分の心に響いた場面とそのわけを６年生に紹介するという目的をもって読書に親しむとともに、本には遠

い昔の時代や見知らぬ風景に出会える魅力があることに気付くことができる。   （知識及び技能(3)オ） 

◎心に響く場面とそのわけとなる登場人物の気持ちの変化や情景を、場面の移り変わりや複数の場面の叙述と

結び付けながら具体的に想像することができる。      （思考力、判断力、表現力等 C読むことエ） 

○自分の心に響いた場面やわけを紹介するために、見通しをもって粘り強く取り組み、学んだことを活かしな

がら、本の紹介を行おうとしている。                 （学びに向かう力、人間性等） 

二 つ の 側 面 

Ａ…主に文章や図、グラフから読み解き理解する力  

Ｂ…主に他者とのやりとりから読み解き理解する力 

三つのプロセス 

①…発見・蓄積  必要な情報を確かに取り出す 

②…分析・整理  情報を比較し、関連付けて整理する 

③…理解・再構築 自分なりに解決し、知識を再構築する 

○本時の展開（児童の反応予測・思考の流れ、板書計画等） 

①見通しをもち、課題を再確認する（３分） 
・単元のゴールに向かって、これまでにどのような学習に取
り組んでいたのかを振り返る。 

・どのような課題があるのか、本時は何をするのかを知る。 

 
自分なりには考えたけど 
本当にこれでいいのかな。 
みんなはどうなんだろう。 

②めあてをもつ（２分） 

わたしの「じーんとくる場面」をしょうかいする
ために、一番ぴったりくるわけは何だろう。 

③グループで共に学び合う（15分） 
・全文シートの「じーんとくる場面」が記載されて
いる部分に記名した付箋を貼る。 

・「一番じーんとくる場面」とそう考えた「わけ」
について、同じ場面を選んだ児童同士のグルー
プで話し合う。 

 

 

私が一番「じーん」ときたのは、第４場面の「こ

うして、小さな女の子の命が…」のところです。

わけは、その２行前に「ちいちゃんは、きらき

らわらいだしました」って書いてあって、幸せ

になったのかと思ったら、実は死んでしまった

ということが分かって悲しかったからです。 

僕も「じーんときた場面」は４場面の A さんと

同じところだけど、わけは逆で、ちいちゃんは

死んじゃって悲しいんだけど、家族がいるとこ

ろに行けてよかった、これで一人ぼっちじゃな

くなって、よかったと思えたからです。 

 

私の「じーんときた場面」は４場面だけど別

のところで、ちいちゃんが一人でかげおくり

を始めると、お父さん、お母さん、お兄ちゃ

んの声が重なってくるところです。わけは B
さんと同じで一人ぼっちじゃなくなったっ

て思えたからです。 

Aさん 

Bさん 

Cさん 

④自分で考える(７分) 
・自分が考えた「わけ」を再

考し、まとめる。 

同じところを選んでいる
のに、わけが違ったり、
違うところを選んでいる
のにわけが同じだったり
するんだ。いろんな場面
からわけを見つけてまと
めたいな。どのわけを 
使ってまとめようかな。 

⑤全体でともに学び合う(13分) 
・再構築したことを共有する。 

 

僕が一番「じーん」ときたのは、第４場面の「こ

うして、小さな女の子の命が…」のところです。

さっき話合いをするまでは、その２行前に「ち

いちゃんは、きらきらわらいだしました」って

書いてあって、幸せになったのかと思っていま

した。だけど、この叙述から、実は死んでしま

ったことが分かるからだと思っていました。だ

けど、1 場面のかげおくりと比べると… 

⑥学習を振り返る(５分) 
・めあてに立ち返って、本時で考えたことや

解決できたことを自分の言葉でまとめる。 
・次時の見通しをもつ。 

 

はじめに考えていたわけと比べると、違う

場面からも考えられて、とてもよくなった

と思うよ。 
あらすじとかと組み合わせて、みんなに 

伝わりやすいブックトークをしたいな。 

・同じ場面を選んだ児童で編成されたグループで話し合う
ことを通して、同じ場面を選んでいても理由に違いがあ
ることに気付く。Ｂ２ 

 
・グループで話し合った後、自分のワークシートを見直し、
自分の考えを再構築する。Ｂ３ 

 
・場面の移り変わりや複数の場面の叙述を結び付けて、登
場人物の気持ちの変化や情景を具体的に想像する。Ａ２ 

※本時の学習を通してはたらく「読み解く力」 

⑥本時のめあて
単元目標を踏まえて、本時のめ
あてを設定します。めあては、あ
くまでも各教科・領域等で育成
を目指す資質・能力で設定しま
す。

⑦本時の展開
授業開始時の児童生徒の実
態から、目指す姿に至るまで、
思考の流れや反応を予測し
て、なるべく具体的に書きま
す。そうすることで、必要な手立
てが見えてきます。

⑧「読み解く力」
本時の学習の中で、児童生徒
が発揮させるであろう「読み解
く力」について、二つの側面、三
つのプロセスと関連付けて具
体的な姿を想定しておきます。

⑨課題発見・解決
のプロセスの活用
滋賀県教育委員会が示
している「課題発見・解決
のプロセス」に沿って授
業展開を考えることもで
きます。

●授業ナビシート

研究内容・実践事例は
こちらから
http://www.shiga-
ec.ed.jp/www/contents/
15７７３２２３１２５３６/index.html

滋賀県総合教育センター
令和元年度研究成果情報
「読み解く力」
プロジェクト研究

授業ナビシートで事
前に児童の反応を予
測していたことが、授業
中の児童の反応をしっ
かりと見取ることにつな
がったと感じられました。

研究委員


